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セッションの進め方　　　　　　　　　　　　　　　　　団委員研修所関東第22日期

	§５
	隊から求められる支援


第１日目　２０１9年４月２８日（日）1５００～1６3０（９０分）　　　　　　担当　　伊澤　清実　
	◎　目　標
　1　隊指導者の任務の概要について知る。

2　インサービス・サポートについて理解する。

3　隊活動への財政的支援について理解する。

4　隊指導者と団会議、団委員会の連携と各隊のプログラム活動に対する支援について理解する。

◎　ねらい（ポイント）　
1　隊指導者、特に隊長の任務について概要を知らせる。

2　インサービス・サポートの内容について説明し、理解させる。

3　活動資金等の支援について理解させる。

4　各隊のプログラム実施時に団委員会に求められると思われる各種支援(キャンプ時の輸送、活動場所の提供、資材・備品の便宜供与等)について理解させる。

◎　所員の仕事（依頼事項）

　　　作業における助言や例示。方向がそれた場合の修正。

◎　準備品　
　　参加者：マイギヤバック（関係資料、参考図書、スキル道具）等　
　　担　当：・ハンドアウト「読図ハイキング実施要項(案)」
参加者人数分 (　　　)

・ワークシート「ハイキング支援計画書」
各グループに1枚 (　　　)

	◎　セッションの展開
このセッション達成ポイントの整理（スタッフ用）　　
○　隊指導者の役割、及び団の中での位置づけについて理解　
○　インサービスについての理解
○　隊活動における資金支援
○　隊のプログラム活動においての支援
１　導　入（5分）

　　簡単に自己紹介。

（1） セッション3、セッション4の振り返りを行う
「団の組織、団委員会について重要部分を説明」
（2） 「プログラムを計画、展開する隊長と団の関わりを通して、具体的に団がどんな支援を求められているか、支援を行うべきかのセッションである」
２　展　開（75分）
（1） 講義　支援計画書が果たす役割（5分）
支援計画書)の内容は、隊からの『具体的な要請』に基づき、『いかに支援できるか』である。
※支援計画書が果たす役割

・要請の具体化、支援内容の明確化
・プログラム活動に対する役割分担
・直接的な支援のみならず、間接的な支援(訓練/教育の機会提供等)ニーズの把握
（2） 講義　課題の提示と作業内容の指示 [5分]
※支援計画書作業の前提となる情報(想定)を確認し、共通理解させる。

ハンドアウト「読図ハイキング実施要項(案)」と付箋紙を配布し、課題を説明する。
「皆さんは団委員の立場です。ボーイ隊長から、次のような支援要請がありました。
『再来月、全行程約15kmの読図ハイキングを行います。団委員の皆さんにお願いしたい事を、実施要項案に纏めました。また、計画書は、追って提出致します。』
グループ(団委員)で話し合って、支援計画を立案して下さい。」
（３）.グループ作業[　15分]

「まず、話し合いながら、付箋紙に支援内容をメモして下さい。
　　　　一つの項目、内容毎に付箋紙を分けて書き出しましょう。」
（４）. グループ作業：ワークシートの作成 [20分]

ワークシート「ハイキング支援計画書」を配布する。
「グループでの話し合いを通じて、要請された依頼内容を実感し、具体的な支援内容について、「物的資源」「人的資源」「資金的支援」「その他の支援」「担当者」「具体的な内容」「いつまでに行うのか」についてワークシートを完成させて下さい。」
※司会、記録、発表者を予めグループ内で決めて、作業にかかる様指示する。
（５）. 講義・グループ作業　発表と評価 (グループ数×3分以内) [10分]
・具体的な支援内容に漏れは無いか確認する。
・人的、物的支援は十分か確認する。
（６） 講義：解説 [20分]

「グループ作業で、団の支援計画書の作成を体験して戴きました。
皆さんご自身で作成した支援計画書を振り返りながら、幾つかのポイントについて考えてみましょう。」
隊指導者の役割(任務)と団委員の役割(任務)
1) 隊指導者の任務は、スカウト達が自発活動を行う上での安全面・技能面・精神面の指導・支援及び成長の評価が主たるものとなる事を明確にする。

2) 隊長がプログラム活動を推進する為に必要な資金は、団委員会が責任を持つ必要がある事を明確にする。

3) 隊長がプログラム活動を推進する為に必要な「資材」「備品」「安全対策」「活動場所」等についての便宜供与が、団委員会の重要な任務である事を明確にする。

※双方を一覧表にして明示する。
※愉しく魅力ある、かつ教育的要素を含むプログラム活動には多くの成人の支援が必要。これを隊長一人や、隊指導者だけに任せていては、孤軍奮闘状態となり、活動が細ったり、隊指導者のなり手が居なくなる恐れがある。団全体で盛り上げていく雰囲気や実行が伴えば、どうであろうか。
支援計画書に求められる事
4) グループ作業(支援計画書)の内容は、隊からの『具体的な要請』に基づき、『いかに支援できるか』が主眼である。

5) 評価は、以下の項目について振り返る。

・活動計画の全てについて理解できていたか。
・資材、人的配置は十分か。
・安全面の配慮は十分か。
・外部の支援を得るために、日頃のコミュニケーションは得られているか。
※支援計画書が果たす役割を確認し、共通理解する。

・要請の具体化、支援内容の明確化
・プログラム活動に対する役割分担
・直接的な支援のみならず、間接的な支援(訓練/教育の機会提供等)ニーズの把握
※団の運営と団委員会p20

スカウト運動、スカウト教育は活動、プログラムを通して、隊の中で実施される。
各隊の充実した活動が、スカウト教育の目的に沿って正しく実施されるかどうかは、隊の指導者の充実にかかっていると言える。
団委員会はスカウト運動に理解を持ち、協力して戴ける成人の中から、各隊の指導者になって戴ける人々を見つけ出し、任命する責任がある。
※団の運営と団委員会p22

各隊指導者の訓練参加への支援とインサービス・サポート
指導者は、任務遂行中に研修所などの定型訓練だけで学ぶのではなく、各種の研修の機会が提供される。そのような機会に指導者は積極的に参加することが重要である。(各種定形外訓練、スキルトレーニング、コミッショナーにより支援される個別の課題解決、団や先輩指導者からの日常的な支援、等々)
団委員には、隊指導者との日頃のコミュニケーションを良くして、彼らの訓練・教育に関するニーズを把握し、タイムリーに機会を提供してゆく事が求められる。
３　まとめ（１０分）

1  隊指導者の任務と団委員の任務の違いを明確に理解することが大切である。

② プログラムのねらいは何なのかを理解することで、支援の内容が明確になってくる。

③ 隊長から様々な支援要請に、的確に応えて行くことがプログラムを安全に進め、所期の目的を達成させるポイントとなり、このことが団の発展につながっていくこととなる。

④ 外部の支援を受けるためには、人脈は欠かせない。日常でのコミュニケーションを大切にして、人脈を広げるようこころがけるのも任務の一つと言える。
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